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中国風険消息<中国関連リスクニュース> <2026 No 3> 

 

高温作業時の熱中症予防対策 

【要旨】 

 近年、中国でも地球温暖化の影響により、極端な高温となる日が頻発しており、高温に起

因する従業員の熱中症、さらには死亡事故も発生している。これに伴い、職業性熱中症

は、社会・公衆衛生分野における重要な課題の一つとなっている。 

 本稿では、2025 年の高温気候の特徴および 2026 年夏季の高温傾向を踏まえ、国家関連基

準に基づき、職業性熱中症の定義、分類および発症メカニズムについて解説するととも

に、企業における高温環境下での作業実態およびリスク要因を分析した。 

 さらに、リスクの特定、技術的対策、管理体制、健康管理措置および応急対応等、多面的

な熱中症予防対策についても整理した。事業者が暑熱対策に関する管理体制を構築・強化

する際に参考としていただくとともに、従業員の健康確保の推進にお役立ていただきた

い。 

 

1. 高温気候の振り返りと今夏の高温傾向予測 

(1)2025 年高温気候の振り返り 

地球温暖化等の影響により、中国における年間平均気温は上昇している（図 1）。特に、2021

年以降の年間平均気温は、1991～2020年の平均気温から徐々に高温側に乖離する傾向にある。こ

れに伴い、近年、屋外作業に従事する従業員の健康リスクも高まっているといえよう。 

 

 

図 1.全国平均気温の推移（1951 年～2025 年）（出典：三張図均出自中国気候公报（2025 年）） 

 

2025 年の年間平均気温は、2024 年と並び観測史上最高値となった。近年の高温の特徴として、

以下の 3点が挙げられる。 

 

① 影響地域の広域化 

長江中下流域全体で平均気温が過去最高を更新し、江蘇・浙江・上海など東部沿岸地域で

は、相次いで最高気温を更新した。華北南部、華東、華中、華南の大部分では、最高気温が

35℃以上となる「高温日数」が 20～50 日に達し、平年同期より 10～40 日多くなった。山東
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省、河南省、湖北省などでは、夏季の高温日数が地域の観測史上最高値を更新した（図 2）。 

 

② 高温期間の長期化 

6 月から 10月にかけては、最高気温 35℃以上の日数は平均16.5 日であった。これは平年よ

り 7.4 日多く、観測史上最多である。主要な高温期間は 6 月 30 日から 9 月 9 日に集中し、連

続期間は 72 日に達して観測史上第 3 位となった。10 月に入っても江南地域および華南北部で

は 40℃を超える極端な高温が発生し、秋季まで高温が継続する傾向が顕著であった。（図 3 参

照） 

 

図 2 2025 年全国高温日数平均分布 

(単位:日) 

図 3 2025 年 6月 30日～9月 9日の 

全国高温日数分布(単位:日) 

（図 2、図 3 出典：三張図均出自中国気候公报（2025 年）） 

③ 高温による熱中症リスクの高まり 

広範囲にわたる継続的な高温に加え、高湿度環境が重なることで、人体の蓄熱速度が大幅に

高まっている。屋外作業や密閉された作業場に従事する従業員の熱中症リスクが高まってい

る。 

 

(2)2026 年夏季における高温状況について 

2025年の極端な猛暑は、一時的な気象現象ではない。エルニーニョ現象の発生状況および政府

による気象分析結果を踏まえると、2026 年夏季も全国的に高温への警戒が必要である。以下に

2026 年夏季における高温の特徴を整理する。 

 

① 全国的に平年より高い気温 

中程度以上のエルニーニョ現象の影響により、気温上昇傾向がさらに強まり、全国的に平

年より高い気温となる見込みである。また、局地的な高温熱波が多発する可能性がある。 

 

② 重点的なリスク地域 

6～8 月にかけて、華東および華南地域では、厳しい暑さが長期間継続するほか、高温とな

る期間が複数回発生すると予測されている。長江デルタ地域および福建省北部では、高温日

数が 27～32 日に達すると見込まれており、平年を大きく上回る高温環境となる可能性がある。 

 

③ 体感温度上昇による熱中症リスクの高まり 

上記地域では、晴天と降雨が短期間のうちに入れ替わる不安定な天候が続くことで、気

温・湿度が上昇し、高温多湿環境となることが予想される。高湿度は身体から熱を放散しに

くくし、熱中症発症リスクを高めるため、適切な予防対策を講じる必要がある。 
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2. 職業性熱中症の定義と分類 

高温がピークとなる時期には、屋外工事現場、外勤業務、密閉空間および加熱設備を有する作

業場等において、熱中症リスクが上昇する。熱中症の発症メカニズムや症状を正しく理解するこ

とは、効果的な予防・管理対策を実施するために重要である。 

 

(1)職業性熱中症の定義 

熱中症とは、高温環境下において人体の水分・塩分代謝が乱れることで発症する急性の全身性

疾患である。主な障害は中枢神経系および心血管系に現れる。 

「職業病分類および一覧（2024 年版）」によると、業務中に発症した熱中症は法定職業病に該

当する。また、GBZ 41-2019「職業性熱中症の診断」では、職業性熱中症とは、「高温作業環境に

おいて熱収支バランスおよび水分・塩分代謝の乱れにより発症し、中枢神経系および心血管系の

障害を主な症状とする急性疾患」と定義されている。なお、熱中症はその程度により、表１に示

すように分類される。 

 

表 1.熱中症の分類および主な症状 

段階 分類 主な症状 症状レベル 

熱中症 

予兆 
— 

めまい、倦怠感、口渇、多量の発汗、集中力低下。体温は正常

または38.0℃未満であり、休息により症状が改善する。 
警戒 

熱中症 

熱けいれん 
大量発汗後に発生する一時的・間欠的な筋肉けいれんおよ

び収縮痛。体温は通常正常範囲である。 
軽度 

熱疲労 
多量の発汗、皮膚の湿潤・冷感、顔面蒼白、吐き気、心拍

数増加、低血圧。体温は上昇するが 40℃未満である。 
中度 

熱射病 
体温 40℃以上、意識障害（せん妄、昏睡）、発汗停止。

横紋筋融解または多臓器機能障害を伴う。 
重度 

 

(2)職業性熱中症の発症要因 

職業性熱中症の主な発症メカニズムは、人体の産熱量が放熱量を上回ることである。長時間

にわたる熱の蓄積により、体温調節機能、水分・電解質バランス、循環機能等に複合的な障害

が発生する。企業において熱中症が発生しやすい代表的な作業環境は、以下の 4種類である。 

 

① 高温・強熱放射環境での作業 

溶解、鋳造、炉設備による熱処理等の作業では、作業環境が 40℃を超える場合があり、

赤外線や可視光による熱放射が加わることで、身体表面が継続的に熱を受ける状態とな

る。 

② 高温・高湿度環境での作業 

染色加工、製糸等の作業場では、湿度が 80％を超える場合があり、汗の蒸発が妨げられ

ることで放熱効率が大幅に低下し、体内に熱が継続的に蓄積する。 

③ 夏季の屋外作業 

建設工事、道路維持管理、配送等の作業では、直射日光による熱放射を受ける。路面温

度が 50℃を超える場合があり、紫外線および熱放射の影響が重なることで、人体への熱負

荷がさらに増大する。 

④ 身体的負荷の大きい作業 

土砂掘削、重量物搬送等の高負荷作業では、身体活動による代謝熱が急激に増加し、短

時間で人体の放熱能力を超える可能性がある。 
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(3)高温環境の判定基準 

気象学および労働衛生分野では、それぞれ高温環境の判定基準が設定されている。高温環境

下で作業を行う際は、これら 2 つの基準を考慮し、作業時間や作業内容を検討する必要がある。 

 

① 気象学上の基準 

気象学では、最高気温が 35℃以上となる日を一般に「高温日」と定義している。なお、

中国気象当局は高温の程度に応じて 3段階の警報基準を設けており、警報基準ごとに屋外作

業制限を明示している（表 2）。 

 

表 2. 高温警報および屋外作業制限 

高温警報 警報基準 屋外作業制限 

黄色警報 

 

3 日間連続して日最高

気温が 35℃以上となる

見込みである。 

従業員に時間外労働を行わせてはならない。 

オレンジ警報 

 

24 時間以内に最高気温

が 37℃以上となる見込

みである。 

1日の作業時間累計を6時間以内とする。 

連続作業時間は国家規定を超えてはなら

ない。気温が最も高くなる時間帯の 3時

間以内は作業を実施しない。 

赤色注意報 

 

24 時間以内に最高気温

が 40℃以上となる見込

みである。 

当日の屋外作業を中止する。 

 

② 労働衛生上の基準 

労働衛生上は、湿球黒球温度（WBGT）指数により、作業強度に応じた 1 日の累計労働時間

の上限を定めている。WBGT指数とは、気温、熱放射、湿度等の要素を総合的に評価し、人体

が受ける熱負荷を把握するための数値である（表 3 では、例えば「身体作業強度レベルⅠ」

と「1 日の累計労働時間上限 8 時間」が交差する「30℃」が WBGT 指数にあたる）。したがっ

て、企業は、高温日となる可能性のある日には、湿球黒球温度計を使用するなどして当日の

WBGT 指数を把握し、作業強度に応じた労働時間を設定する必要がある。 

 

表 3. 作業場所における身体作業強度別 WBGT 許容基準値（℃） 

1 日の累計 

労働時間

上限 

身体作業強度レベル 

Ⅰ（n≦15） Ⅱ（15＜n≦20） Ⅲ（20＜n≦25） Ⅳ（n＞25） 

ミシン作業、 

電子部品組立など 

鍛造、除草作業 

など 

重量物運搬、 

ハンマー鍛造など 

高強度運搬、 

掘削作業など 

8 時間 30°C 28°C 26°C 25°C 

6 時間 31°C 29°C 28°C 26°C 

4 時間 32°C 30°C 29°C 28°C 

2 時間 33°C 32°C 31°C 30°C 

*注：n は労働強度指数と呼ばれ、労働内容に応じた身体への負荷を示すものである（労働時間

率、エネルギー代謝率、性別係数、作業方式係数を乗じて算出される）。 
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3. 熱中症の予防対策 

事業者と従業員は、双方が連携して防護体制を構築する必要がある。つまり、企業は体系的な

熱中症対策を実施し、従業員は自身の防護意識および緊急時対応能力を向上させることが望まれ

る。組織と個人が相互に取り組むことで、熱中症の発生リスクを効果的に低減し、特に重症の熱

射病に至ることを最小限に抑えることができる。 

 

(1)企業による体系的な熱中症予防対策 

企業は、従業員の健康を保護する主体として、リスクの特定、技術的対策、総合管理、健康

管理、保健対策・応急救護の 5 つの観点から、体系的に職業性熱中症予防対策を行う必要があ

る（表 4）。 

表 4. 企業における職業性熱中症予防対策 

分類 項目 具体的な内容 

リ
ス
ク
の
特
定 

熱
源
・
環
境
調
査 

作業場所における放射熱源（溶解炉、高温配管、熱処理設備等）を確認する。 

屋外作業場所および防護状況を確認する（遮光設備のない日射暴露エリア、路面か

らの熱反射が大きいエリア等）。 

その他の高温環境（屋外 35℃以上、屋内密閉環境 32℃以上）および高温多湿環境

（湿度 60％超により発汗が蒸発しにくい環境）の作業場所を確認する。 

各作業場所の換気状況を確認する（扇風機、排気設備、空調設備の設置状況、密閉

空間や地下室等の有無）。 

各作業場所のWBGT指数を測定・算定し、高温・高湿度環境となる作業場所を特定する。 

各職種・作業における身体作業強度（軽度・中度・重度・極重度）を確認し、連続

作業時間および交替・休憩状況を把握する。 

GBZ 2.2、GBZ/T 189.7、GBZ/T 229.3-2025 等の関連要求事項に基づき、作業強度お

よび作業時間が WBGT による高温作業基準値を満たしていることを確認する。 

技
術
的
対
策 

発
生
源
対
策
に

よ
る
暑
熱
低
減 

新技術、新工法、新材料、新設備を導入するなどして高温の発生源を絶つ。 

従業員と熱源を隔離する（屋内の遮熱対策、屋外の日射遮蔽対策等）。 

換気等により高温作業場所の湿度を低減し、身体からの放熱を促進する。 

高温作業場所の近くに休憩場所を設置し、椅子、換気設備または空調設備を配置す

る。なお、作業場所内外の温度差が過大にならないよう配慮する。 

総
合
管
理 

制
度
・
警
戒
態
勢 

特殊な高温作業を行う職場について、熱中症予防に関する個別対策計画を策定する。 

気温変化の報告体制を構築し、高温気象が発生した場合には作業内容や作業条件を

適時見直し、注意事項を周知する。 

始業前・終業後の報告体制を構築し、従業員が体調不良を感じた場合には速やかに

報告できる仕組みを整備するとともに、その後の作業内容を適切に調整する。 

高温対策用品および手当の支給管理制度を整備し、定期的に備品数量を確認すると

ともに、支給記録を確認のうえ、適切かつ十分な支給を実施する。 

妊娠中の女性従業員については、レベルⅢ以上の高温作業および 35℃以上の屋外作

業に従事させない。 

過去の熱中症や体調不良事例を収集し、発生要因を分析したうえで対策を講じる。 

金銭や高温作業手当の支給に替えて暑熱対策用品の配備省略は厳禁とする。 

通気性が良く、淡色でゆったりした作業服（綿・麻素材等）を支給し、通気性の悪

い厚手の防護服や密閉型防護服の使用を避ける。 
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作
業
人
員
管
理 

高温時間帯には WBGT を定期的に測定し、異常が確認された場合は作業計画を速やか

に修正する。 

現場での暑熱低減、作業交替、配置変更等の対策を確実に実施し、作業負荷が法規

制上の基準を超えないよう管理する。 

従業員の出退勤時における体調不良状況の報告ルールを整備し、体調不良者の作業

従事を禁止する。 

毎年、高温シーズン前に高温環境への対策内容を確認し、課題の改善を行う。 

高温時間帯における高負荷作業の連続実施を避け、比較的気温の低い早朝・夕方の

時間帯を活用するとともに、適切な交替休憩を設定する。 

高リスク者（高齢者、妊娠中の従業員、基礎疾患を有する者、服薬中の者等）は、

可能な限り複数人で作業させ、単独作業を避ける。 

外部施工業者や保全作業員を適切に管理し、高温への対策を周知するとともに、暑

熱対策を実施する。 

教
育
・ 

訓
練 

定期的に熱中症発生時の報告手順を周知する。 

従業員の熱中症予防意識を向上させ、熱中症の兆候把握、個人での対策および救護

に関する知識を習得させる。 

健
康
管
理 

従
業
員
の
健
康
管
理 

高温作業に従事する従業員を対象に健康診断を実施し、高リスク者リスト（高齢

者、妊娠中の従業員、基礎疾患を有する者、服薬中の者等）を作成する。 

従業員に職業上の就業制限対象となる疾病等が確認された場合は、速やかに作業配

置を変更する。 

新規入職者、復職者、配置転換者および疾病から回復した者については、高温作業

の負荷を管理し、作業強度および作業時間を増加させる場合は徐々に行う。 

重度の熱中症を発症した従業員については、復職前に暑熱環境への適応力を回復さ

せる必要があり、必要に応じて心理面・生理面から評価を行う。 

十分な量の暑熱対策用飲料を提供する（塩分濃度 0.1～0.2％、水温 8～12℃程度が

望ましい）。 

十分な量の熱中症対策用の医薬品を備蓄する。 

工場内に暑熱対策用医薬品を配置する。 

保
健
対
策
・
応
急
救
護 

救
急
資
機
材
・
対
応
計
画 

工場内の高温作業エリアには体温計を配備し、血圧計等の測定機器を設置する。 

工場内に身体冷却用品を配置する（冷水、氷、冷水タオル等）。 

必要に応じて担架や搬送用ボード等の救急資機材を配置する。 

ただし、使用時には傷病者への二次的な負担や傷害を防止する。 

従業員が作業中に体調不良を感じた場合は、速やかに報告させ、担当者が付き添って経過を確認する。

長時間休憩しても回復しない場合は、速やかに医療機関を受診させる。 

高温環境下での熱中症に関する緊急対応計画および救急対応手順書を策定する。 

緊急対応計画に基づき、救護担当者および救急資機材を配置する。 

定期的に熱中症症状の識別および応急救護訓練を実施し、従業員に防護設備の設置

場所および使用方法を周知する。 
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(2)従業員個人による熱中症予防対策 

従業員一人ひとりが自身の健康管理の主体であり、率先して暑熱対策に取り組む必要がある。

具体的には、表 5 に示すように、日常生活管理、食事管理、作業時の防護、環境への適応、体

調確認の 5つの観点を踏まえ、適切な予防対策を講じることが望ましい。 

 

表 5. 従業員個人による熱中症予防対策 

分類 実施内容 

日
常
生
活
管
理 

 

十分な睡眠時間を確保し、夜更かしや過度な疲労を避ける。 

疲労状態では暑熱環境への適応能力が大きく低下する。 

睡眠時は適切な温度管理を行い、エアコンの風が直接当たることによる冷えや体調不

良を防止する。 

日常的に適度に運動し、身体の基礎的な暑熱適応能力を高める。 

食
事
管
理 

食事は消化しやすい淡泊な食品や野菜・果物を中心とし、高脂肪・高カロリー食品の

過剰摂取を控える。 

作業開始前には適量の食事を摂り、低血糖による体調不良や熱中症発症リスクを防止する。 

水分摂取量は通常時の約 1.5 倍を目安とし、「少量を複数回摂取する」ことを基本と

し、喉の渇きを感じる前に水分補給を行う。 

薄い塩水、電解質飲料、緑豆スープ等を優先的に摂取し、体内の電解質バランスを維持する。 

飲み物の温度は8～12℃程度とする。大量の冷水摂取は胃けいれんを防ぐため避ける。 

アルコール飲料、糖分を多く含む飲料、炭酸飲料、カフェインを含む飲料の摂取を控

える。 

作
業
時
の
防
護 

12:00～16:00 の高温ピーク時間帯における長時間の屋外作業を可能な限り避ける。 

綿・麻素材等の淡色で通気性の良いゆったりした作業服を着用し、屋外作業時には帽

子や日焼け止め等を使用する。 

作業中は汗を適時拭き取り、適度な汗の蒸発を促す。 

冷却シート、小型扇風機、清涼剤、熱中症対策用薬品等を携帯する。 

作業の合間には、涼しい休憩場所を積極的に利用し、交替で休憩する。 

環
境
へ
の
適
応 

屋内空調温度は 26～28℃を目安とし、室内外の温度差は 8℃以内に抑える。 

大量に発汗した後は、汗を拭き取り、濡れた衣服を交換してから空調環境へ移動し、

冷風が直接身体に当たることを避ける。 

環境温度が 32.2℃を超える場合、扇風機のみでは十分な冷却効果が得られにくいた

め、冷水による身体冷却や空調設備を併用する。 

体
調 

確
認 

めまい、倦怠感、動悸等の体調不良が発生した場合は、直ちに作業を中止して休憩

し、速やかに現場管理者へ報告する。 

休憩後も症状が改善しない場合は、速やかに医療機関を受診する。 
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(3)熱中症発症時の救急対応フロー 

従業員に熱中症と思われる症状が発生した際は、症状の程度に応じて段階的に救急対応を実

施する必要がある。軽症の熱中症初期症状と重症化した熱射病では対応方法が異なるため、適

切な処置手順に基づき対応することが望まれる（表 6）。 

 

表 6.職業性熱中症の重症度別応急処置 

程度 対応措置 

熱中症の 

初期症状・ 

軽度熱中症 

1. 直ちに作業を中止し、日陰で風通しの良い場所へ移動させ、横になって休

ませる。 

2. 電解質飲料を少量ずつ複数回に分けて補給する。糖分の多い飲料、冷水、

アルコール飲料、カフェインを含む飲料の摂取は避ける。 

3. 額やこめかみ等に冷却・清涼効果のある外用剤を使用し、必要に応じて市

販の熱中症対策薬等を使用する。 

4. 濡れタオルや保冷剤を首、わきの下、鼠径部等の太い血管が通る部位に当

て、身体冷却を行う。衣服を緩め、冷水を散布することで放熱を促進する。 

5. 担当者が継続して付き添い、30 分休憩しても症状が改善しない場合は、

速やかに医療機関を受診させる。 

重度熱中症 

(意識障害 

あり) 

1. 直ちに救急要請を行い、発生場所、作業環境、発症までの経緯を正確に伝

える。 

2. 傷病者を移動できない場合は、優先して身体冷却を開始し、作業服や防護

具をすべて取り外す。 

3. 30 分以内に深部体温を 39℃未満まで低下させる。 

 傷病者の体幹部を 20℃程度の冷水に浸す 

（冷水がない場合は常温水を使用する）。 

 冷水を散布しながら継続的に送風することで身体を冷却する。 

 冷却帽や氷枕を使用し、保冷剤を首、鼠径部、わきの下等に当てる。 

 冷水で身体を繰り返し拭き、冷却する。 

4. 傷病者を横向きに寝かせ、頭部を後方へ傾け、口や鼻の分泌物を除去して

気道を確保する。意識障害がある場合は、液体を口から与えてはならな

い。嘔吐した場合は、速やかに口腔内を清掃し、窒息を防止する。 

5. 医療従事者が到着した後、作業環境、発症からの経過時間、既往歴、家族

の心血管疾患歴等の重要情報を正確に引き継ぐ。 

 

4. まとめ 

地球温暖化の進行等により、猛暑や極端な高温現象は珍しいものではなくなっている。これ

に伴い、企業には、高温による従業員の健康リスクへの対策を、平時から継続的に整備していく

ことが求められている。具体的には、湿球黒球温度（WBGT）等の科学的指標に基づき、高温下で

の作業内容や作業時間を適切に管理するとともに、暑熱対策のための飲料や救急資機材を十分に

配備したりすることなどが挙げられる。また、従業員に対して暑熱対策に関する教育を行い、生

活リズムの調整、適切な服装の着用、体調の自己確認等の個人防護措置を促すことで、従業員自

身による主体的な健康管理を推進する取組も望まれる。 

弊社インターリスク上海では、企業の防災担当者および従業員向けに、高温下での作業にお

ける健康管理体制の構築支援や、熱中症予防対策等に関する教育・研修等を行っている。是非、

ご活用いただきたい。 

 

執筆:インターリスク上海 主管 葛永正 
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ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社は、ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのリスク関連サ

ービス事業会社として、リスクマネジメントに関するコンサルティングおよび広範な分野での調査研

究を行っています。 

中国進出企業さま向けのコンサルティング・セミナーなどについてのお問い合わせ・お申込みなど

は、下記の弊社お問合せ先、またはあいおいニッセイ同和損保、三井住友海上の各社営業担当までお

気軽にお寄せ下さい。 

 

お問い合せ先  ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研 リスクマネジメント企画部 国際業務グループ 

TEL.03-5296-8920  https://www.irric.co.jp/ 

 

インターリスク上海は、中国 上海に設立されたＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループに属するリス

クマネジメント会社であり、お客様の工場・倉庫などへのリスク調査や、ＢＣＰ策定などの各種リス

クコンサルティングサービスをご提供しております。 

お問い合わせ・お申し込みなどは、下記の弊社お問合せ先までお気軽にお寄せ下さい。 

お問い合わせ先  瑛得管理諮詢（上海）有限公司 （日本語表記：インターリスク上海） 

上海市浦東新区世紀大道 100 号 上海環球金融中心 34 階 T10 室-2 

TEL:+86-(0)21-6841-0611（代表） 

 

本誌は、マスコミ報道など公開されている情報に基づいて作成しております。 

また、本誌は、読者の方々に対して企業のＲＭ活動などに役立てていただくことを目的としたもので

あり、事案そのものに対する批評その他を意図しているものではありません。 

不許複製／Copyright ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研 2026  
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MS&AD インターリスク総研は、2024 年 4 月、これまでのホームページを刷新し、リスクに強い組織づくり

をサポートするプラットフォーム「RM NAVI（リスクマネジメント ナビ）」をリリースしました。 

「RM NAVI」は、MS&AD インターリスク総研の知見をフル活用して、情報提供から実践までをトータルサ

ポート。 

コンサルタントの豊富な経験と、最先端のデジタルサービスで、リスクに強い組織づくりを支えます。 

あなたに寄り添い、最適な答えへと導く、リスクマネジメントの羅針盤です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「RM NAVI」はこちら（会員登録もこちらから可能です） 

https://rm-navi.com 


